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丹（まごころ）の里・丹波

［表紙の紹介］

「平成たんば塾」
夏休みの期間、小学生を対象に地域
の人々が力を合わせて子どもたちの
学習をサポートする、平成たんば塾
が実施されています。ボランティア
スタッフの方に教わりながら、夏休
みの宿題や用意した問題集に意欲的
に取り組んでいました。

写真は8月10日に、吉見校区の平
成たんば塾に参加した子どもたち
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今
年
の
夏
休
み
、
み
な
さ
ん
ど
の
よ
う
に
過
ご
し
て
い
ま
す
か
？
。
ラ
ジ
オ
体
操
や
プ
ー

ル
水
泳
に
参
加
し
た
り
、
家
族
と
山
や
海
に
出
か
け
て
思
い
出
づ
く
り
を
し
た
り
と
、
夏

休
み
に
し
か
で
き
な
い
こ
と
に
チ
ャ
レ
ン
ジ
し
て
い
る
こ
と
と
思
い
ま
す
。

　

さ
て
、
１
年
で
一
番
長
い
夏
休
み
は
、
大
切
な
思
い
出
づ
く
り
の
時
期
で
あ
る
と
と
も
に
、

家
庭
学
習
の
習
慣
づ
け
や
自
分
で
立
て
た
計
画
を
実
行
す
る
な
ど
、
子
ど
も
た
ち
が
大
き

く
成
長
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
の
時
期
で
も
あ
り
ま
す
。

　
「
こ
の
チ
ャ
ン
ス
を
生
か
し
、
新
学
期
に
は
ひ
と
ま
わ
り
大
き
く
な
っ
た
姿
を
み
ん
な
に

見
せ
て
ほ
し
い
！
」
そ
う
願
う
地
域
の
人
々
が
子
ど
も
た
ち
の
成
長
を
見
守
る
だ
け
で
な

く
、
成
長
を
あ
と
押
し
す
る
。
地
域
の
教
育
力
を
活
か
し
、
子
ど
も
た
ち
に
学
習
習
慣
を

定
着
さ
せ
、
ひ
い
て
は
、
学
力
や
自
立
心
を
高
め
る
た
め
、
こ
の
夏
、
現
代
版
の
寺
子
屋
「
平

成
た
ん
ば
塾
」
が
市
内
21
校
区
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す
。

地
域
住
民
の
教
育
力
を
活
用

　
「
平
成
た
ん
ば
塾
」
で
は
、夏
休
み
の
間
、

各
自
治
協
議
会
が
地
域
の
公
民
館
な
ど
を

開
放
し
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
の
み

な
さ
ん
が
子
ど
も
た
ち
の
夏
休
み
の
宿
題

を
中
心
に
学
習
の
サ
ポ
ー
ト
を
行
っ
て
い

ま
す
。
ポ
イ
ン
ト
は
子
ど
も
た
ち
を
支
援

す
る
ス
タ
ッ
フ
が
、
近
所
の
顔
な
じ
み
の

お
じ
さ
ん
や
お
ば
さ
ん
な
ど
、身
近
な
人
々

で
あ
る
こ
と
。
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ

の
み
な
さ
ん
は
「
地
域
の
子
ど
も
た
ち
が

互
い
に
学
習
意
欲
を
刺
激
し
合
う
こ
と
で
、

家
庭
学
習
の
定
着
、
さ
ら
に
は
学
力
の
向

上
に
つ
な
が
れ
ば
」
そ
ん
な
思
い
を
込
め

て
、
子
ど
も
た
ち
を
支
援
さ
れ
て
い
ま
し

た
。
ま
た
、
子
ど
も
た
ち
も
意
欲
的
に
学

習
に
取
り
組
ん
で
い
ま
し
た
。

平
成
た
ん
ば
塾
が
め
ざ
す
も
の

　

子
ど
も
た
ち
の
家
庭
学
習
を
習
慣
化
さ
せ
る
と
と
も
に
、
地
域
の
大
人
と
ふ
れ

あ
い
、
多
様
な
経
験
を
す
る
こ
と
で
、
子
ど
も
た
ち
の
「
生
き
る
力
」
を
育
む
こ

と
が
で
き
ま
す
。
ま
た
、
地
域
と
家
庭
の
相
互
の
関
係
が
強
ま
り
、
地
域
ぐ
る
み

で
子
ど
も
を
育
て
る
機
運
の
高
ま
り
や
地
域
の
活
性
化
が
期
待
さ
れ
て
い
ま
す
。

・家庭学習を習慣化していくことで、
学習意欲が高まる。

・大人とのかかわりや多様な体験に
よる規範意識やコミュニケーション
能力が向上する。

子ども

・自らの経験や知識・技能を活
かす場が広がり、自己実現や
生きがいづくりにつながる。

・地域住民相互の交流が深まる。

・安心して子育てができる環境
が生まれる。

・地域住民相互の交流が深まる。

・保護者や地域の学校運営
への理解につながる。

・学校教育への理解が深まる

学　校　 地　域家　庭

地域・家庭・学校が連携・協力し、「市民総がかりの教育」を推進しています

「市民総がかりの教育」とは、学校・家庭・地域がそれぞれの役割を再認識するとともに、
子どもたちの成長にかかわる当事者としての自覚と責任を持ち、丹波の子どもたちを育む
教育を推進することです。『たんばの教育元気プラン』より

地
域
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
ス
タ
ッ
フ
が
語
る

―
平
成
た
ん
ば
塾
と
は
―

HIDEMICHI  INOUE

  ISAO　YANAGAWASE　

HITOSHI  ADACHI
井上　英道  さん（吉見校区）足立　仁   さん（神楽校区）

柳川瀬　功  さん（上久下校区）

登下校中の子どもへの「声かけ運
動」や「みまもり隊」を通じて良
く知っている子どもがたくさいる
ので、少し親の立場に近い感覚で
子どもを見ています。ですから、
当然指導にも気合が入りますし、
同時に責任も感じますね。子ども
たちは地域の宝です。たんば塾は
彼らの成長を近くで確かめられる
とても良い機会です。

学校でも家庭でもない、地域の立
場から子どもたちに学習ができる
環境を提供できたことは、地域の
教育力の向上につながります。地
域のゲストティーチャーを招いて
星空観察会や絵本を使った話し方
教室なども実施し、地域が持つ知
識や技能を子どもたちに伝えられ
たことも一つの成果です。上久下
は丹波竜の化石が発見された地域。
地域にある豊富な資源を子どもた
ちに伝え、地域の良さを再認識し
てもらえたらうれしいですね。

夏休みの宿題を持ち寄って間違っ
ているところには付

ふ せ ん
箋を貼り、分

からない箇所がそのままにならな
いよう理解できるまで指導してい
ます。私が教員をしていたころの
経験を地域の子どもたちに還元で
きる喜びを感じています。地域・
家庭・学校、それぞれが責任を持っ
て地域の子どもを育てることが大
切。たんば塾も一過性のものにせ
ず、長く続けていけたら良いです
ね。それには、継続的に支援でき
る大人が必要です。地域の教育力
の発掘も同時に求められるのでは
ないでしょうか。

INTERVIEW

みんなで勉強すると集中でき
るから、宿題がどんどん進み
ます。今ご
ろ家にいた
らテレビを
見てゴロゴ
ロしてたか
も。

話 し 方 教 室 で
は、みんなの前
で本読みをしま
した。主人公の
気持ちになって
読んだら、先生
にほめてもらっ
て う れ し か っ
た。

参
加
者
に
聞
き
ま
し
た

た
ん
ば
塾
の
感
想
は
？

●吉見小 ５年生  余田陽斗くん●上久下  ６年生  前田亜矢さん

みんなで一緒に勉強するって楽
しいなと思いました。

顔なじみの地域の方にお世話
になれるのはとても心強く感
じます。

●上久下  ４年生  柳川瀬友那さん

●お母さん   柳川瀬千幸さん

苦手なところは先生がわかりやす
く教えてくれるから、理解しなが
ら進められます。（写真：右）

集中できるので、夏休みの宿題
がどんどん進みます。来て良
かったぁ。（写真：中央）

たんば塾で都道府県名をおぼ
えられたよ！（写真：左）

●神楽小  ６年生  竹村歩華さん

●神楽小  ６年生　武田楓果さん

●神楽小  ４年生　武田陽生くん

「責　任」

「地域の活力」

「育てる喜び」

神 楽、 上 久 下、
吉見での取り組
みのようす。分
からないところ
はそのままにせ
ず、ボランティ
アの方に尋ねた
り、友だち同士
で教え合ったり
していました。

　１日に２時間以上テレビなどを見て過ごす市内の小学生の割合は、約
71％と全国平均に比べ高くなっています。また、土日など学校が休みの
日に２時間以上勉強する生徒の割合は、全国平均に比べて少なく、小学
生や中学生の家庭での学習習慣が定着しているとは言えない状況がうか
がえます。

主な要因
・インターネットやテレビゲームなどに費やす時間の増加。
・夜型のライフスタイルによる生活リズムの変化。
・核家族化の進行により、昼間子どもの学習を見られる大人が減少。
さらには、オンラインゲームなどの普及により、家で一人で遊べるため、
子ども同士の遊びや地域社会とふれあう機会が減少傾向にあるという
問題も考えられます。

現
代
版
寺
子
屋
「
平
成
た
ん
ば
塾
」
が
市
内
各
地
で
実
施
さ
れ
て
い
ま
す

　

地
域
で
育
む
「
子
ど
も
の
未
来
」

家庭学習をめぐる子どもたちの現状‐平成たんば塾実施の背景にあるもの‐

テレビやビデオ・DVD をみる
時間（平日１日あたり）

3 ～ 4 時間
23.2％

3 ～ 4 時間
4.9％

２～３時間
20.7％

２～３時間
12.4％

１～２時間
21.5％

１～２時間
34.1％

１時間未満
7.1％

１時間未満
38.6％

まったくしない
7.8％

勉強する時間（休日１日あたり）

4 時間以上
26.7％

4 時間以上  2.2％

市内小学生の家庭学習の状況
（平成 22 年度全国学力・学習状況調査より）

３　　　2011. ８たんば


